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標葉せんだん太鼓教室ふれあい体育の集い

平
成
25
年
12
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
双
葉
町
立
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

の
仮
設
校
舎
が
完
成
し
、
8
月
24
日
に
校
舎

落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2
階
建
て
の
小
・
中
学
校
校
舎
の
西
側
に

は
幼
稚
園
舎
が
あ
り
、
北
側
に
は
体
育
館
が

併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
年
ご
と
の
教
室
は

も
ち
ろ
ん
、
図
書
室
や
音
楽
室
、
図
工
室
な

ど
の
特
別
教
室
も
あ
り
ま
す
。

体
育
館
の
外
壁
に
は
「
栴
檀
は
双
葉
よ
り

芳
し
」の
文
字
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
木
で
あ
る
栴
檀
は
、
発
芽
し
双
葉
の
頃

か
ら
豊
か
な
香
り
を
放
つ
こ
と
か
ら
、
優
れ

た
人
物
は
幼
い
頃
か
ら
人
並
み
外
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
表
す
こ
と
わ
ざ
で
す
。
こ
の

校
舎
で
様
々
な
経
験
を
し
、
多
才
な
力
を
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
仮
校
舎
の
フ
ロ
ア
を
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切
っ
た
教
室
で
勉
強
し

て
い
ま
し
た
が
、
2
学
期
か
ら
は
広
い
校

舎
で
伸
び
伸
び
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

新
し
い
校
舎
で
行
わ
れ
て
い
る
授
業
で
は
、

板
書
事
項
を
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
、
問
題
を
解

く
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
能
力
を
引
き

出
す
た
め
の
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
が
設
備
の
充
実
で
す
。
各
教
室
に

は
、
壁
掛
け
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
教
科
書
や
映
像
を

映
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
生
だ
け
で

な
く
、
児
童
・
生
徒
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
上

で
文
章
の
穴
埋
め
問
題
を
作
っ
た
り
、
自
由

に
書
き
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
で
き
、
効
率

よ
く
授
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
校

舎
内
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
な
が
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
今

後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
教
育
の
充
実

が
期
待
で
き
ま
す
。

二
つ
目
が
少
人
数
教
育
で
あ
る
こ
と
で
す
。

受
け
身
の
授
業
で
は
な
く
、
先
生
と
児
童
・

生
徒
が
一
緒
に
考
え
、
自
分
の
考
え
を
言
葉

で
表
現
し
相
手
に
伝
え
る
、
そ
ん
な
授
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
一
人
一
人

の
学
習
状
況
も
把
握
で
き
、
個
人
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
丁
寧
に
授
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

古
い
歴
史
と
文
教
の
町
と
し
て
の
誇
り
を

伝
え
る
た
め
に
、
芸
術
や
文
化
な
ど
一
流
の

も
の
に
触
れ
る
機
会
が
多
い
の
も
双
葉
町
立

学
校
の
特
徴
で
す
。

音
楽
室
で
は
寄
贈
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
の
お
披

露
目
を
兼
ね
て
、プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ
る「
復

興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
体
育
の
集

い
」
で
は
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
協

力
で
、
ダ
ン
ス
や
歌
を
一
緒
に
練
習
し
、

シ
ョ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
な

い
も
の
に
触
れ
、
実
際
に
体
験
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
か
ら
、

充
実
感
や
達
成
感
が
伝
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
も
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
震
災
当
時
、
幼
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
双
葉
町
で
の
記
憶
も
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
り
、
一
緒
に
活
動
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
双
葉
町
へ
の
想
い
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
や
町
の
伝
統
に
ふ
れ
な
が

ら
世
代
を
超
え
た
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
様

子
を
見
て
い
る
と
、
双
葉
町
の
未
来
に
明
る

い
光
が
差
す
よ
う
な
光
景
が
目
に
浮
か
ん
で

き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
の
学
校
生
活
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
こ
の
校
舎
で
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び

と
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し

栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し

一人一人
の
能
力
を
伸
ば
す
環
境

一人一人
の
能
力
を
伸
ば
す
環
境

双
葉
町
立
学
校

仮
設
校
舎
完
成
！

〜
本
気
で
学
び 

楽
し
さ
発
見 

ふ
た
ばっ
子
〜

せ
ん
だ
ん

せ
ん
だ
ん

か
ん
ば

か
ん
ば
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さ
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せ
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や
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。
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れ
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明
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れ
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大
事
な
の
は「
顔
の
見
え
る
関
係
」づ
く
り

白
河
情
報
連
携
会

大
事
な
の
は「
顔
の
見
え
る
関
係
」づ
く
り

白
河
情
報
連
携
会

　
「
ふ
た
ば
の
わ
」
第
8
号
で
も
取
り
上
げ
た

「
白
河
情
報
連
携
会
」。
今
回
は
、
そ
の
続
報
で
す
。

　

会
や
団
体
を
作
っ
た
は
い

い
も
の
の
、
そ
れ
を
続
け
て

い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
５
回
目
を
迎

え
た
「
白
河
情
報
連
携
会
」

で
の
、
継
続
へ
の
道
し
る
べ

と
な
る
言
葉
た
ち
を
町
民
の

み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

I
C
T
き
ず
な
支
援
シ
ス
テ
ム
っ
て

な
に
？

　

町
で
は
、
今
年
度
よ
り
I
C
T
き

ず
な
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
I
C
T
き
ず
な
支

援
シ
ス
テ
ム
と
は
、
I
C
T
（
情
報

通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
情
報
発
信

と
利
用
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
可
能
と
す
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
入
っ
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
情
報
端
末
（
以
下
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
）
を
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に

配
付
す
る
こ
と
で
、
情
報
紙
だ
け
で

は
だ
け
で
は
お
伝
え
し
き
れ
な
か
っ

た
情
報
を
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
伝

え
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
た
だ
情
報
が
届
け
ら
れ
る
の

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
町
民
の
み
な

さ
ま
自
ら
情
報
を
探
し
た
り
、
交
流

し
た
り
で
き
る
の
も
こ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

 

今
の
生
活
に
役
立
つ
機
能
も
満
載
！

　

こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
は
、
町

か
ら
の
情
報
を
提
供
す
る
機
能
だ
け

で
な
く
、
み
な
さ
ま
の
日
常
生
活
に

役
立
つ
機
能
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

今
住
ん
で
い
る
地
域
の
地
図
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
機
能
や
災
害
・
防
災

情
報
を
通
知
し
て
く
れ
る
機
能
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
電
話
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
ご
ろ

の
悩
み
を
い
つ
で
も
相
談
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
24

時
間
3
6
5
日
対
応
）

　

配
付
に
際
し
て
行
わ
れ
た
事
前
説

明
会
（
７
月
30
日
〜
８
月
11
日
間
に

計
25
回
開
催
）
で
は
、『
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
っ
て
そ
も
そ
も
何
？
』
と
い
う
疑

問
に
お
答
え
し
ま
し
た
。
説
明
会
に

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、『
90
歳
を
過

ぎ
て
、
こ
ん
な
便
利
な
も
の
に
出
会

え
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
』『
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
が
手
元
に
き
た
ら
、
自
分
で

積
極
的
に
情
報
を
集
め
た
い
』
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
通
じ
て
皆
さ

ん
が
集
ま
れ
る
場
を
つ
く
り
た
い

　

I
C
T
き
ず
な
支
援
シ
ス
テ
ム
導

入
に
は
、
情
報
に
ふ
れ
あ
い
、
教
え

あ
う
こ
と
で
、
み
な
さ
ま
が
集
ま
る

場
を
増
や
し
た
い
と
い
う
も
う
ひ
と

つ
の
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　

使
い
は
じ
め
は
、『
わ
か
ら
な
い
！
』

『
難
し
い
！
』
と
い
っ
た
こ
と
が
多
く

あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
で
は
、
み
な

さ
ま
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
学
べ
る

勉
強
会
や
交
流
会
の
企
画
を
現
在
検

討
中
で
す
。
開
催
さ
れ
た
際
に
は
、

お
友
達
と
一
緒
に
ふ
る
っ
て
ご
参
加
い

た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

ICTきずな支援システム
運用がスタートしました！

タブレット端末を
活用した

続
報

県南借上げ住宅
自治会

自
治
会
だ
け
で
や
っ
て
い
く
よ
り
多

く
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
い
い
で
す
。
自
治
会
で
会
議
を
す

る
上
で
参
考
に
な
る
よ
う
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
。

こ
の
場
で
は
、
参
加
団
体
と
対
等
に

議
論
で
き
る
の
で
助
か
り
ま
す
。

自
分
た
ち
だ
け
で
は
収
集
で
き
な

い
情
報
が
入
っ
て
く
る
の
は
助
か

り
ま
す
。
お
の
お
の
の
現
場
で

や
っ
て
み
て
、
よ
か
っ
た
こ
と
を

認
め
合
う
会
に
し
た
い
。

双葉町役場

事前説明会・
合同配付会の
様子
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Q1.

Q2.

Q3.

Q4.

Q5.

Q6.

Q7.

Q8.

Q9.

Q10.

　

今
後
、
こ
の
「
白
河
情
報
連
携
会
」
を
よ
り
よ
い
形

で
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
様
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

広
域
避
難
の
状
況
が
続
く
中
、
地
域
の
関
係
団
体
同

士
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
持
ち
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
時
に
は
い
つ
で
も
協
力
で
き
る
体
制
を
整
え
て

お
く
こ
と
。
そ
れ
が
町
民
の
み
な
さ
ん
の
助
け
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
で
き
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
2
カ
月
に
1
回
の
定
期
開
催
を
基
本
と
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
緊
急
招
集
な
ど
の
形
を
と
っ
て
、
継
続

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今回配付されたタブレット端末では、町の情報や生活に役立つ情報を、インターネットなどを通じ
て調べることができます。また、地図、防災・災害情報の閲覧や町民同士で交流し合える機能・
アプリケーション等を搭載しています。

原則個人負担はございませんが、充電していただく際に多少の電気代（毎日充電しても月 100 円
程度）がかかります。（初期不良ではない破損の場合は、修繕費を負担していただく場合もあります）

過度な衝撃を与えない限り、タブレット端末を操作する上での故障はほとんどありません。防水・
防塵加工がされていますので、持ち運びも可能です。

町で配付しているタブレット端末では、有害なサイト（ギャンブル・アダルト等）や詐欺などの疑
いがある情報は閲覧できないように設定されていますので、安心してご利用できます。

申し込み可能です。サポートセンター事務局にお問い合わせ下さい。

同一世帯でも住んでいる場所が別々であればそれぞれに申込みが可能です。ただし、学生単身で
生活されている場合は配付対象から除きます。

戸別訪問等の際に初期設定のサポートと簡単な操作説明を行っています。また今後、タブレット端
末を学べる勉強会や交流会を行う予定です。日頃の操作でわからないことがありましたらサポート
センターにお問い合わせください。オペレーターがわかりやすく操作説明をいたします。

自由に機能・アプリケーションを追加することはできません。ご要望があった機能・アプリケーショ
ンについては、追加の可否を検討していきます。

LINEというアプリケーションを利用することで、通話が可能になっています。

タブレット端末から直接写真印刷をすることはできません。タブレット端末に挿入されているＳＤ
カードを使いプリンタなどにつなぐことで、印刷することが可能です。

タブレット端末ってそもそも何ができるの？

利用に際して、負担はどのくらいありますか？

タブレット端末は、すぐ壊れたりしませんか？

子どもが使っても大丈夫？

タブレットをこれから申込みたいのですが、まだ可能ですか？

同じ世帯で住んでいる場所が異なる場合は、それぞれに申込みが可能ですか？

使いこなせるか心配です。利用のサポートをしてもらえるのですか？

自分で機能・アプリケーションを追加することは可能ですか？

町民同士で電話をすることができるの？

タブレットで撮影した写真は印刷できるの？

担
当
課
長
に
聞
き
ま
し
た
！

Q
＆
A 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

秘
書
広
報
課

平
岩
課
長

A1.

A2.

A3.

A4.

A5.

A6.

A7.

A8.

A9.

A10.

タブレット端末のお申込みやタブレット端末の故障・操作に関してのお問い合わせは、
『双葉町ICTきずな支援システム運営サポートセンター事務局
　　　　　　　　  （きずなシステム運営事務局）』までご連絡ください。

☎０１２０－９１６－０３７（フリーダイヤル）
受付時間：平日９：００～１８：００（土日祝・年末年始を除く）

秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

顔
の
見
え
る
関
係
は
大
切
。
い

ろ
い
ろ
と
相
談
も
し
や
す
く
な

り
ま
す
し
。
こ
の
会
が
協
力
と

相
互
理
解
の
場
に
な
っ
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

双葉町
社会福祉協議会

続
け
て
い
く
中
で
顔
が
見
え
る
関

係
が
で
き
て
く
れ
ば
、
そ
れ
が
成

果
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

毎
回
な
る
ほ
ど
な
と
思
う
こ
と
が

あ
り
、
警
察
署
内
に
も
情
報
共
有

し
て
い
ま
す
。

白河警察署・
復興支援係

成
果
を
期
待
し
過
ぎ
る
と
先
に

進
ま
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
性
急
に
結
果
を
求

め
ず
、
お
互
い
を
認
識
し
合
う

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

絆支援員派遣会社
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ダルマ市見学者バス送迎希望者受付けます！

不動産鑑定士による無料相談を実施しています

「第13回双葉地方広域消防職員
意見発表会」を開催します！

　恒例ダルマ市が平成27年1月10日（土）・11日（日）に開催されます。
　ダルマ市は、双葉町の伝統行事であり、多くの町民の方々にご来場いただきた
いと考えております。
　双葉町観光協会ではバスを手配し県内外の避難先から無料でダルマ市会場ま
での送迎を予定しております。
　バスの手配の都合上、乗車意向を調査させていただきます。バスによる送迎を希望される方は、各仮設住宅集
会所又は各避難地域連絡所等に設置してある名簿にお名前をご記入いただきますようお願いいたします。

【日　時】平成26年11月12日（水）13時30分～15時
【場　所】広野町公民館2階 大会議室
　　　　 （福島県双葉郡広野町中央台1丁目1番地）
【発表者】消防職員5名　
【主　催】双葉地方広域市町村圏組合消防本部
【お問い合わせ先】双葉地方広域市町村組合消防本部
　　　　　　　　　総務課　０２４０（２５）８５２３

お
願
い

相
　
談

※バスによる送迎は、平成２７年１月１１日（日）のみを
　予定しております。
※乗車希望人数によって上記ルート以外も検討いたします。
　ただし、日程・ルート等がご希望に添えない場合も
　有りますのでご了承願います。

北幹線第二仮設住宅 ▼さくら仮設住宅 ▼ダルマ市会場

富田町若宮前仮設住宅 ▼日和田仮設住宅 ▼喜久田仮設住宅 ▼せんだん広場 ▼ダルマ市会場

郭内仮設住宅 ▼ダルマ市会場

加須市騎西支所 ▼ダルマ市会場

つくば並木連絡所 ▼ダルマ市会場

福島方面
郡山方面
白河方面
加須方面
つくば方面

町からのお知らせ

　福島県では、福島県不動産鑑定士協会と連携し、不動
産鑑定士による対面の相談を実施しています。
　東京電力による宅地・建物に関する損害賠償請求につ
いての疑問点について、助言を聞くことができます。
　相談できることは、『宅地、建物の賠償額の見方や算
定の方法について』、『宅地、建物の「現地評価」の実施
について』となっております。
　不動産鑑定士が評価額を算定したり、賠償額を示した
りするものではありませんのでご注意ください。
　なお、相談には事前の予約が必要となっておりますので、
右記受付番号までご連絡いただきますようお願いします。

【対象者】避難指示解除準備区域、居住制限区域及び帰還困難
区域に宅地、建物を所有する個人の方で、東京電力から「請求
書②」が手元に届いた方。
【相談時間】３０分（１３時から１６時２５分の間に実施）
【ご持参いただく書類】
　・（必須）東京電力が配布する「賠償金ご請求書②」（個人）一式
　・（できるだけ）写真、建設図面、工事請負書　等
※建物の写真を撮影して持参される方は、以下の点をご参考
　に写真をご準備ください。

　　　◇建物外部の全景写真
　　　◇建物内部の部屋全体の様子がわかる写真
　　　◇賠償額に含まれていないと思われる高額な設備がある場
　　　　合はその写真
　　　◇特殊な部材、建設方法を採っている場合はその部分の写真

【事前予約受付番号】☎０２４－５２３－１５０１

（原子力損害の賠償等に関する問い合わせ窓口（原子力損害対策課内））
【受付時間】午前８時３０分から午後５時１５分（平日） 
　※原子力損害賠償支援機構では、福島県外のご相談も受け付けておりますのでお問い合わせください。
　予約受付番号☎０１２０－３３０－５４０（毎日９時～１７時）

【お問い合わせ先】 双葉町観光協会　TEL.０２４６－８８－９８５５  FAX.０２４６－８８－９８５６  担当 髙野・相樂

想
定
ル
ー
ト

要予約・相談無料

入場
無料

実 施 日 実施会場(所在地)

福 島 市

郡 山 市

会津若松市

南 相 馬 市

い わ き 市

１０月 １５日（水）
１１月 １４日（金）
１０月 ２８日（火）
１１月 ２６日（水）
１０月 ２３日（木）
１１月 １８日（火）
１０月 １６日（木）
１１月 １７日（月）
１０月 ２９日（水）
１１月 ２０日（木）

福島県自治会館 303会議室（福島市中町8番2号）
福島県青少年会館 第6研修室（福島市黒岩字田部屋53番5号）

福島県郡山合同庁舎 南分庁舎2階 第4会議室（郡山市麓山1丁目1番1号）

福島県会津若松合同庁舎 本館3階 会議室（会津若松市追手町7番5号）

福島県南相馬合同庁舎 南庁舎101会議室（南相馬市原町区錦町1丁目30番地）
南相馬市労働福祉会館 第2会議室（南相馬市原町区北町537）

福島県いわき合同庁舎 4階 中会議室（いわき市平字梅本15番地）

実施市町村

実
施
予
定
日
・
場
所

（
10
月
〜
11
月
）

宅地、建物の財物賠償手続を開始するには、市町村から送付された「固定資産課税情報の明細書」（※）を東京電力へ送付する必要がありますの
で、未送付の方は送付するようお願いします。（※南相馬市、川俣町の方は、「固定資産課税台帳記載情報の取得に関する委任状。）

行
　
事 　「全力で双葉郡を守る」火災・救急・

救助、災害活動の最前線で戦う若き消
防隊員のこころの声をお聞き下さい。

※来場される方は、お手数ですがあらかじめ上記問い合わせ先へ人数等のご連絡をお願いいたします。

さがら
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～笑顔でみんなをつなげたい～

スマイルフォトスマイルフォト

9月16日
南相馬ひだまりサロン
（南相馬市）

9月12日
県北借上げ自治会交流会

（福島市）
9月10日

ひだまり敬老会
（いわき市）

9月8日 いきいきサロン
&パッチワーク展示会
（会津若松市）

8月29日
なこそ復興プロジェクト

ママサロンバスツアー（いわき市）

8月24日
あそびひろば（加須市）

8月22日
第4回白河男の料理教室

（白河市）

8月22日
いきいきサロン
押し花教室（加須市）

町が運営してる交流広場がオープンしています。
ぜひ一度、お立ち寄りください。交流広場で楽しい時間を過ごしませんか

せんだん広場 【開所時間】
平日午前9時30分～午後4時30分
（土日祝日、年末年始を除く）
【住所】
〒963－0201
福島県郡山市御前南２丁目７３
【TEL・FAX】
０２４（９５２）５６２５
【お問い合わせ先】
双葉町役場郡山支所
☎０２４（９７３）８０９０

【開所時間】
平日午前9時～午後4時
（土日祝日、年末年始を除く）
【住所】
〒347-0114 
埼玉県加須市中種足１６番地２
【TEL・FAX】
☎０４８０（５３）５８８２
【お問い合わせ先】
双葉町役場埼玉支所
☎０４８０（５３）７７８０

至
羽生 

騎西梨撰果所 榎戸 

停留所：榎戸 

ガスト 

寶性院 

文 

星川
種足小 

国道１２２号線 

ＪＡほくさい種足 

双葉町役場 埼玉支所 

県道３１３号線 

県
道
３8
号
線 ふたば交流広場

至菖蒲 

至 鴻巣 

種足コミュニティセンター

ふたば交流広場

県道６号線
国
道
４
号
線

郡山御前通り

コ
ス
モ
ス

　
　
通
り

●郡山七中

●ユニクロ ●ネッツ

　朝日が丘
●クリニック

せんだん
広場

●
朝日が丘小
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わたくしごとですが、先日、福島県庁主催の『笑顔でつなげよう

動画コンテスト』に参加し、入賞作品２０点に選んでいただきまし

た。私は、ふたさぽに入る前、映像制作の仕事をしていました。こ

のような機会に参加し久しぶりに映像を作ってみて、その楽しさを

改めて感じる機会になりました。

「ふたばのわ」に参加しませんか？
「ふたばのわ」では「後世に残したい双葉町」を

テーマに、みなさんから写真を募集しています。

お名前・出身行政区を記載の上、以下の方法でご送付お願いします。

【郵送の場合】　〒974-8212 福島県いわき市東田町2-19-4
　　　　　　   「双葉町いわき事務所内ふたさぽ」宛

【メールの場合】 info@futabamachi-s.com

編集後記

（写真例）

ご
応
募

お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

平成26年9月26日

福島県内

双葉町内

今回入賞した作品を再編集して、福島県PR動画を作成し公開し

ていくそうなので、機会があれば、ぜひご覧いただければうれしい

です。

今号でも特集したタブレット端末を通じて、動画の情報にも触

れる機会が多くなると思います。みなさまのご協力をいただきなが

ら、自分の技術を活かして、動画での情報発信にも力を入れていき

たいと思っています。（ふたさぽ　小林）

福島市 北幹線第二応急仮設住宅･･･････

福島市 さくら応急仮設住宅･･･････････

郡山市 日和田応急仮設住宅･･･････････

郡山市 喜久田応急仮設住宅･･･････････

郡山市 富田応急仮設住宅･････････････

いわき市 南台応急仮設住宅･･･････････

猪苗代町 上川原応急仮設住宅･････････

会津若松市 第二中学校西応急仮設住宅･

白河市 郭内応急仮設住宅･････････････

福島市 県北保健福祉事務所･･･････････

郡山市 県郡山合同庁舎･･･････････････

白河市 県白河合同庁舎･･･････････････

会津若松市 県会津若松合同庁舎･･･････

双
葉

放射線モニタリング情報

原子力規制委員会ホームページより

南会津町 県南会津合同庁舎･･･････

南相馬市 県南相馬合同庁舎･･･････

いわき市 県いわき合同庁舎･･･････

※全国及び福島県の空間線量測定結果については原子力規制委員会ホームページでご覧になれます。 ▼http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/

（単位：μSv/時）

（単位：μSv/時）

0.16～0.28

0.15～0.18

0.15～0.51

0.11～0.48

0.28～0.39

0.05～0.07

0.07～0.08

0.07～0.10

0.11～0.18

0.24

0.14

0.10

0.07

0.04

0.12

0.08

新山公衆トイレ脇公営駐車場

新山公民館

双葉町歴史民俗資料館

双葉南小学校

双葉中学校

県立双葉高等学校

中央公園

双葉総合公園

双葉町役場

郡山公民館

細谷公民館

三字公民館

山田農村広場

石熊公民館

双葉町体育館

長塚二公民館

－
－
－
－
－
－
－
2.60
－
1.48
2.31
2.53
24.47
12.10
6.25
3.26

1.10
0.66
0.60
0.71
0.98
1.27
0.89
1.45
0.44
0.84
1.07
1.39
11.68
－

2.86
1.50

長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
羽鳥
羽鳥
寺松
渋川
鴻草
中田
両竹
浜野

双葉町青年婦人会館

町西住宅

JAふたば北部営農センター

双葉北小学校

ふたば幼稚園

双葉駅北側駐車場

双葉町児童館

上羽鳥

羽鳥公民館

寺松公民館

渋川公民館

北部コミュニティーセンター

中田公民館

両竹公民館

浜野公民館

－
－
－
－
－
－
－
1.89
1.73
3.46
1.48
4.30
0.77
0.54
0.34

3.16
0.67
9.37
2.79
2.34
1.66
0.49
1.11
0.85
1.85
0.76
2.44
0.44
0.29
0.19

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成26年
9月26日

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成26年
9月26日

新山
新山
新山
新山
新山
新山
新山
下条
下条
郡山
細谷
三字
山田
石熊
長塚
長塚
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